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「気象災害」というタイトルの本を書くのは難しい．

なぜならば，気象災害には自然現象のみならず，人工

構造物の破壊や社会現象等も含まれるからである．し

たがって，気象災害すべてを網羅した書籍を執筆しよ

うとすると，気象学や水文学といった理学分野だけで

なく，河川工学や地盤工学などの工学分野，さらには

社会科学や心理学までカバーする必要が生じる．これ

らの内容をすべて一冊に含めるのは不可能であるか

ら，「気象災害」というタイトルの本は，必ず気象災

害のある部分に焦点を当てて書かれている．「気象災

害の事典」もその例にもれず，気象災害の外力である

「災害を引き起こす気象」に焦点を当てている．むし

ろサブタイトルの「日本の四季と猛威・防災」が本書

の内容を正確に表している．

本書は気象災害にかかわる247項目を取り上げ，そ

れぞれ２ページ程度を割いて解説している．「気象災

害について解説書として読みやすく，特に防災に役立

てることを意識してできるだけ平易に表現した」と序

章に書かれている通り，それぞれの項目は初学者にも

理解できるよう分かりやすく書かれている．項目は気

象のみならず，「地すべり」「深層崩壊」「洪水」と

いった地面の現象や，災害に関する法律なども一部含

んでいる．本書を机の横に置いておき，気が向いた時

にパラパラめくって気楽に読むこともできる．自分が

知っていると思っている事項でも，意外と知らないこ

とがあったり，執筆者と自分との見解の違いがあった

りして，結構楽しめる．

本書はその構成に特徴がある．以下に目次を示す．

第１章 春の現象

第２章 梅雨の現象

第３章 夏の現象

第４章 秋雨の現象

第５章 秋の現象

第６章 冬の現象

第７章 防災・災害対応

第８章 世界の気象災害

付表 日本・世界の気象災害年表

このような季節別の章分けは，住民に対して注意喚起

をするべき立場の人，例えば国や地方自治体の防災担

当者等には非常に役立つと思われる．一例をあげれ

ば，中央防災会議は季節ごとに「防災態勢の強化につ

いて」という通知を指定行政機関や指定公共機関に送

付している．もし通知を受け取る防災担当者が本書を

参照すれば，季節ごとにどのような災害に注意すべき

かを具体的に知ることができ，注意喚起の内容をより

深く理解することができるであろう．

本書のもうひとつの特徴として，日本で起こった過

去の大規模な気象災害について多くの項目を割いてい

ることが挙げられる．例えば台風災害だけでも「シー

ボルト台風」「明治29年９月洪水」「平成16年台風23

号」など，全部で21項目が取り上げられている．その

記述内容も臨場感にあふれており，大変参考になる．

例えば1947年に東京都に大水害を引き起こした「カス

リーン台風」の項目では，「利根川の堤防が，16日１

時頃の埼玉県北埼玉郡東村（現大利根町）栗橋付近で

決壊した．江戸時代から『ここが切れたら浅草の観音

様の屋根まで水につかる』と言われ，堤防も利根川最

大の８m50cmとしていちばん重点が置かれていた場

所での決壊である」と書かれており，当時としては最

大限のハード対策を図っていたにもかかわらず，想定

を超える外力によって大災害が生じたことがよく分か

る．現代でも同様の，利根川上流の決壊による首都圏

広域氾濫が懸念されており，内閣府から被害想定が公

表されているところである．過去の災害を知ること

は，今後の災害対策を考える上で非常に重要であり，

「過去の気象災害を伝承する」という編集者の熱い思

いを感じる．

なお執筆者の大半が気象庁職員または関係者である

ためか，「ゲリラ豪雨」や「爆弾低気圧」という項目

がない．ただしこれらの用語は索引には書かれてお

り，それぞれ「局地的大雨」「急発達する低気圧」の

項目にたどりつくことができるような配慮がなされて

いる．

細かいことを言えば，地形性降水の基本的なメカニ

ズムであるシーダ・フィーダ機構について言及がない

など気になる点もあるが，ともかく今回，「気象災害

の事典」初版が刊行されたこと自体を賞賛したい．気

象災害が起こるたびに，目新しい用語がマスコミに

2016年１月 39

Ⓒ 2016 日本気象学会



よって報道され，時には間違った用語や定義が一人歩

きすることがある．多くの方が本書を手に取ることに

より，災害を引き起こす気象に関する正しい用語や理

解が普及していくことを期待したい．また本書が末永

く版を重ね，その都度新しい用語を取り入れながら，

さらに発展していくことを望みたい．

（防災科学技術研究所 三隅良平)
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号数 タイトル 発行年 個人会員価格 会員外価格 在庫（冊)

231 人工降

月15日

研究の最前線 2015 ￥4,700 ￥6,900 多数

230 北半球寒冷圏陸域の気候・環境変動 2014 ￥3,200 ￥4,700 多数

229 高層気象観測

雨・降雪

現状 2014 ￥2,700 ￥4,000 多数

228 エルニーニョ・南方振動（ENSO）研究の現在 2013 ￥3,200 ￥4,600 多数

227 台風研究の最前線（下） 2013 ￥3,100 ￥4,500 多数

226 台風研究の最前線（上） 2013 ￥3,300 ￥4,900 多数

225 2010年夏 日本の猛暑 201

の発展と

400 ￥4,900 多数

224 都市の気象と気候 2012 ￥4,300 ￥6,300 多数

223 気象・気候学のための最新放射計算技術とその応用 2011 ￥3,000 ￥4,400 18

222 北極の気象と海氷 2011 ￥3,300 ￥4,800 63

221 気象学と海洋物理学で用いられるデータ解析法 2010 ￥3,400 ￥5,000 56

220 気象学における水安定同位体比の利用 2009 ￥2,200 ￥3,100 93

219 ラージ・エディ・シミュレーションの気象への応用と検証 2008 ￥2,400 ￥3,500 多数

218 エアロゾルの気候と大気環境への影響 2008 ￥2,800 ￥4,100 30

217 気象学におけるデータ同化

2 ￥3,

￥3,400 ￥5,000 多数

215 次世代への架け橋 ―今プロジェクトリーダーが語る― 2007 ￥2,600 ￥3,800 2

213 次世代へ伝えたいこと ―あのひとからの助言― 2007 ￥2,100 ￥3,000 多数

212 衛星からわかる気象 ―マルチチャンネルデータの利用― 2006 ￥2,500 ￥3,700 多数

211 スペクトルモデル入門 2006 ￥2,000 ￥3,100 多数

210 2003年日本の冷夏 2005 ￥2,400 ￥3,700 多数

209 先端質量分析技術による反応性大気化学組成の測定 2005 ￥1,600 ￥2,400 多数

207 雪片の形成と融解 ―雪から雨へ― 2005 ￥1,800 ￥2,600 多数

206 北極振動 2004 ￥2,550 ￥3,550 多数

205 ウィンドプロファイラー ―電波で探る大気の流れ― 2004 ￥2,320 ￥3,230 多数

204 モンスーン研究の最前線 2003 ￥2,250 ￥3,150 多数

203 ニューラルネットワークの数理と気象への応用（上） 2003 ￥2,540 ￥3,570 多数

202 東南アジアのモンスーン気候学 2003 ￥3,160 ￥4,420 88

201 アンサンブル予報 2002 ￥1,390 ￥1,940 多数

200 ドップラー気象レーダー 2001 ￥2,220 ￥3,090 15

199 地表面フラックス測定法 2001 ￥2,880 ￥4,030 63

198 温帯低気圧の力学 2000 ￥1,830 ￥2,540 59

2008


